
│
│
語
学
教
育
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

　
以
前
、
外
国
語
科
目
は
１
、
２
年

次
に
受
講
す
る
も
の
で
し
た
。
今
は
そ

の
状
況
を
改
め
、
４
年
間
で
段
階
的
に

語
学
力
を
上
げ
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
刷
新
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
系
の
科
目
も
増
や
し
て
い
ま

す
。
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

理
系
学
生
向
け
の
英
語
な
ど
、
各
学
部

の
専
門
的
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
科
目
も

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
学
に
は
「
キ
ャ
リ
ア
創
生

共
通
科
目
」
と
い
う
、
会
計
や
I
T
な

ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
な
が
る
実
学

的
な
科
目
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
１

〜
４
年
ま
で
の
全
学
生
が
選
択
で
き
る

正
課
科
目
で
す
。
ど
の
学
部
の
学
生
も

英
語
を
使
う
仕
事
に
就
く
可
能
性
が
将

来
あ
る
と
考
え
、
本
年
度
か
ら
こ
こ
に

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
を
扱
う「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」
と
い
う
授

業
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
英
語
の
ク
ラ
ス
は
、
入
学
時
に
受
検

す
る
G
T
E
C
の
成
績
に
基
づ
い
て
レ

ベ
ル
別
に
18
ク
ラ
ス
を
編
成
し
て
い
ま

す
。
１
ク
ラ
ス
15
人
程
度
の
少
人
数
授

業
で
、
ベ
ル
リ
ッ
ツ
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講

師
に
よ
る
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の

コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
な
内
容
で
す
。

│
│
貴
学
が
推
進
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
学
は
、
創
設
者
・
平
生
釟
三
郎
が

掲
げ
た
建
学
の
精
神
「
世
界
に
通
用
す

る
人
物
た
れ
」
に
基
づ
き
、
1
0
0
年

近
く
前
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
ま
で
国
際
系
学
部
を
あ
え
て
置
い

て
は
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
学
部
を
問

わ
ず
、
全
て
の
学
生
に
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
で

す
。

　
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
〝
融
合
〞
で
す
。
日
本
人
学

生
と
留
学
生
の
融
合
と
い
う
意
味
も
あ

り
ま
す
が
、
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
全
学
の
外
国
語
教

育
を
担
当
す
る
国
際
言
語
文
化
セ
ン

タ
ー
に
加
え
、
学
部
を
横
断
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
策
定
を
行
う
共
通
教
育
セ
ン

タ
ー
の
３
つ
が
〝
融
合
〞
し
て
、
全
学

生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　│
│
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、「
ホ
ッ
プ
・

ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
」
の
３
段
階
で

留
学
ま
で
の
道
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
段

階
的
国
際
力
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通

じ
て
、学
生
の
留
学
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ッ
プ
で
は
、
ま
ず
学
内
で
国
際
交

流
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま

す
。
日
本
人
学
生
が
留
学
生
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「Tom

odachi

プ
ロ
グ

ラ
ム
」、
留
学
生
と
ペ
ア
に
な
り
、
言

語
や
文
化
を
教
え
合
う
「
ラ
ン
ゲ
ー
ジ

パ
ー
ト
ナ
ー
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
短
期
海
外
研

修
を
提
供
し
ま
す
。
国
際
理
解
の
き
っ

か
け
を
得
る
た
め
に
、
主
に
ア
ジ
ア
の

国
を
１
週
間
程
度
訪
問
す
る
「
エ
リ
ア

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」、
長
期
休
暇
中
に
海

外
協
定
校
で
１
か
月
程
度
集
中
的
に
外

国
語
を
学
習
す
る
、「
海
外
外
国
語
講

座
」
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
は
１
年
生
か
ら
参
加
で
き
、
学
部

に
よ
っ
て
は
卒
業
必
要
単
位
と
し
て
認

め
て
い
ま
す
。
段
階
的
に
〝
国
際
力
〞

を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
最
後
に
長
期
海
外
留

学
へ
と
ジ
ャ
ン
プ
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
内
国
際
交
流
ホ
ッ
プ
の
核

と
し
て
、
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
グ
ロ
ー

バ
ル
ゾ
ー
ン
〝
P
o
r
t
e
（
ポ
ル
ト
）〞

を
開
設
し
ま
し
た
。こ
こ
に
は
目
的
に

応
じ
て
３
つ
の
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　「
あ
じ
さ
い
る
ー
む
」
は
、
留
学
生

の
支
援
お
よ
び
、
日
本
人
学
生
と
留
学

生
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

「K
O

N
A

N
 Language LO

FT

」
は
、

英
語
の
み
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
エ
リ
ア
。
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー

の
教
員
や
チ
ュ
ー
タ
ー
（
留
学
生
が
担

当
）、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
留
学
経
験
の

あ
る
本
学
学
生
）
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
毎
日
開
催
し

て
い
ま
す
。
３
つ
目
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」
に
は
、
使
用

言
語
の
制
限
が
な
く
、「
英
語
を
話
す

こ
と
に
抵
抗
は
あ
る
が
、
異
文
化
の
空

気
に
触
れ
て
み
た
い
」
と
い
う
学
生
が

集
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
所
を
一
部
の
学
生
の
み
が
使

用
す
る
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
１
年
次
の
必
修
の
英
語
授
業

に
紐
付
け
、
成
績
評
価
に
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ゾ
ー
ン
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
10
ポ
イ

ン
ト
貯
め
る
と
、
成
績
の
10
％
に
評
価

さ
れ
る
し
く
み
で
す
。

│
│
授
業
を
外
部
講
師
に
委
託
し
た

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

　
語
学
教
育
に
お
い
て
は
少
人
数
授
業

が
有
効
で
す
。
本
学
に
は
英
語
の
専
任

教
員
が
６
人
、
特
任
は
４
人
い
ま
す
。

非
常
勤
講
師
も
多
数
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
週
２
コ
マ
連
続
開
講
の
18

ク
ラ
ス
を
増
設
し
た
の
で
、
外
部
の
手

を
借
り
ら
れ
る
部
分
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
外
部
に
丸
投
げ
し
て
し

ま
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
授
業
は

定
期
的
に
見
学
し
、
難
易
度
の
設
定
や

扱
う
ト
ピ
ッ
ク
の
内
容
に
改
善
の
必
要

性
を
感
じ
た
場
合
、
関
係
者
が
集
ま
っ

て
話
し
合
い
、
後
日
、
改
善
さ
れ
た
か

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
授
業
と
の
差
別
化
な

ど
、調
整
が
必
要
な
面
は
あ
り
ま
す
ね
。

│
│
今
後
に
向
け
た
課
題
と
展
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
か
ら
全
学
で
ス
タ
ー
ト
し
た

授
業
な
の
で
、
数
値
的
な
成
果
は
ま
だ

出
て
い
ま
せ
ん
が
、
受
講
者
の
評
判
は

お
お
む
ね
よ
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
こ

の
授
業
は
も
と
も
と
経
営
学
部
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
全
学
部
対
象
の
正
課
授
業
に

発
展
さ
せ
た
も
の
。
本
年
度
の
受
講
者

は
ほ
と
ん
ど
が
経
営
学
部
の
学
生
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
他
学
部
の

受
講
者
を
増
や
し
、
よ
り
全
学
的
な
展

開
に
つ
な
が
る
し
く
み
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

一歩先を行く大学に聞きました！

学
内
外
の
リ
ソ
ー
ス
を〝
融
合
〞さ
せ
て

全
学
生
に
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
提
供

グローバルゾーン内の LOFT では３種類の学習方法を体験できる。“Visits”
はチューターとの英会話やアクティビティを経験し、“Tasks”はオリジナルの
ワークシートに取り組む。“Events”の多くはチューターやアシスタントによる
プレゼンテーション。盆栽に詳しい甲南大生によるハンズオンセッション。
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伊庭 緑　
学長補佐・国際言語文化センター教授

甲南大学

特
定
学
部
に
と
ど
ま
ら
な
い

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
展
開

段
階
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

学
生
の
留
学
を
促
進

正
課
の
キ
ャ
リ
ア
科
目
に
も

英
語
学
習
の
授
業
を
導
入

取材・文／本間学　撮影／岸隆子

グローバル
人材の育て方

vol.6

33 32

甲南大学のグローバル教育に向けた融合体制

全学共通
教育プログラム
の策定

・外国語科目（英・独・中・韓）および
留学のための英語集中コースの授業の実施
・KONAN Language LOFT内での英語学習指導など

国際交流
センター

2017 7-82017 7-8

グローバル・コミュニケーションⅠの受講者数推移

＜受講者数推移＞

2017年度（前期）2015年度（前期） 2016年度（前期）

2017年度の受講率
※経営学部２年生 

87人 92人

297人

受講者
73％

非受講者
27％

・「段階的国際力養成プログラム」の用意
・グローバルゾーンの「あじさいるーむ」の提供
・留学生との交流プログラムの企画・実施など

・「キャリア創生共通科目」に
ビジネス英語を学ぶ授業を導入

海外留学の
サポート

外国語教育の
充実

共通教育
センター

国際言語
文化センター

ひ
ら
お 

は
ち
さ
ぶ
ろ
う

正課　4単位

課外 単位なし課外 単位なし

※本連載は今号にて一旦終了いたします。ご愛読ありがとうございました。


